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パ ソ コ ン 使 用 無 ( パ ソ コ ン 無 )
パ ソ コ ン 使 用 無 ( パ ソ コ ン 有 )

パ ソ コ ン 使 用 有是 非 、
参 加 し た い

参 加
 し て も よ い

参 加
 し な い

是 非、 参 加 し た い と 思 っ て い る

人 が ２ ９ 名 （ ３ ３ ％ ） お り 、 そ の

半 数 の １ ４ 名 が パ ソ コ ン 使 用 無
の 人 で あ る。

パ ソ コ ン 使 用 無 の 人 で 参 加 し た

い と 思 っ て い る 方 が ２ ３ 名 お り 、
参 加 し な い １ ５ 名 を 上 回 る。
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機
関
紙
「
わ
」
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

会
長

黒
瀬

義
雄

平
成
十
二
年
十
一
月
、
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
今
日
で
約
七
年
が
経

過
。
今
回
十
三
号
の
発
行
と
な
る
が
、
そ
の
間
に
色
々
と
皆
様
方
、

特
に
広
報
委
員
の
皆
様
方
の
汗
と
労
力
の
結
晶
が
目
に
浮
か
ぶ
思
い

が
し
ま
す
。
今
回
も
役
員
会
、
広
報
委
員
会
を
経
て
「
わ
」
の
編
集
、

組
み
立
て
等
を
一
部
変
更
し
、
今
ま
で
以
上
に
内
容
を
充
実
し
た
も

の
に
と
、
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
し
ま
す
が
、
自
分
が
知
っ
て
い

る
こ
と
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
「
知
識
を

共
有
し
た
い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昔
か
ら
「
十
人
十
色
」
生
ま

れ
も
育
ち
も
違
い
、
好
む
思
い
も
一
人
一
人
皆
違
う
。
だ
か
ら
色
々

な
見
方
、
考
え
方
や
発
想
が
出
て
来
る
。
会
員
の
平
均
年
齢
六
十
三

歳
、
百
三
十
名
が
六
十
数
年
の
長
き
の
人
生
を
送
っ
て
来
て
、
色
々

な
苦
楽
を
経
験
し
体
験
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
知
っ

て
い
て
「
得
」
を
す
る
話
し
や
情
報
を
ど
し
ど
し
投
稿
し
て
頂
き
、

み
ん
な
の
機
関
紙
を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
阪
南
市
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
本
体
の
充
実
、

ク
ラ
ブ
内
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る
様
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

総
務
委
員
長

野
見
山

利
彦

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
本
当
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
様
な
ク
ラ
ブ
作
り
を
や
り
た
い

○
西
山

昌
江

○
会
計

岡
田

喜
世
子

事
業
委
員
長

島
田

昌
明

「
動
く
喜
び
、
語
り
合
え
る
楽
し
さ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
！

○
河
野

俊
彦

○
宮
渕

和
子

○
平
野

花
恵

広
報
委
員
長

上
田

恒
子

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

○
神
野

伴
子

○
福
田

節
子

神
明
の
森
の
「
お
た
つ｣

狐

し

ん

め

ぎ
つ
ね

芝
野

安
秀
さ
ん

黒
田
地
区
に
伝
わ
る
民
話
に
、
神
明
の
森
の
「
お
た
つ
」
狐
と
い

う
話
が
あ
る
。

今
の
鳥
取
中
学
校
の
東
側
あ
た
り
と
記
憶
す
る
が
、
一
段
と
小
高

い
土
手
が
あ
り
鬱
蒼
と
し
た
森
が
生
い
繁
り
、
そ
こ
に
神
明
社
の
祠

う
っ
そ
う

し

ん
め
し
ゃ

ほ
こ
ら

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
一
帯
を
神
明
の
森
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
に

ま
つ

「
お
た
つ
」
と
い
う
女
狐
が
棲
ん
で
い
て
黒
田
の
お
百
姓
さ
ん
が
夜
、

す

田
ん
ぼ
に
水
を
引
き
に
行
っ
た
り
、
石
田
の
方
に
用
事
に
行
き
話
が

長
引
き
夜
に
な
っ
た
り
し
て
田
ん
ぼ
を
ト
ボ
ト
ボ
家
路
を
急
ぐ
と
、

透
き
と
お
る
様
な
色
白
の
娘
が
現
れ
二
言
三
言
話
し
か
け
ら
れ
て
い

ふ
た
こ
と
み
こ
と

る
う
ち
に
す
っ
か
り
こ
の
娘
に
惚
れ
込
み
、
後
ろ
に
つ
い
て
い
き
夜

通
し
小
さ
な
溝
を
越
え
た
り
子
橋
を
渡
っ
た
り
同
じ
道
を
行
き
つ
戻

り
つ
東
の
空
が
白
む
頃
に
な
り
気
が
つ
く
と
と
ん
で
も
な
い
所
に
居

た
り
、
ま
た
念
の
い
っ
た
人
は
波
有
手
の
墓
地
近
く
を
う
ろ
つ
い
て

ぼ

う

で

い
て
早
起
き
の
村
人
に
声
を
か
け
ら
れ
初
め
て
女
狐
に
騙
さ
れ
た
こ

だ
ま

と
に
気
が
つ
く
と
い
っ
た
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

神
明
社
と
は
当
時
お
伊
勢
さ
ん
信
仰
が
盛
ん
で
伊
勢
大
神
宮
の
分

社
と
し
て
各
地
に
祭
ら
れ
て
い
た
も
の
で
明
治
の
神
社
合
併
の
と
き

石
田
の
鳥
取
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
そ
の
波
多
神
社
の
お
祭
り
の
と
き

お
神
輿
が
お
旅
所
と
し
て
い
る
今
の
国
道
二
十
六
号
線
黒
田
交
差
点

の
三
本
松
に
は
、
む
か
し
見
上
げ
る
よ
う
な
大
木
の
松
が
三
本
あ
り
、

そ
こ
に
も
「
か
ん
な
べ
」
と
い
う
狐
が
い
て
よ
く
道
行
く
人
を
騙
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
東
側
の
上
荘
小
学
校
あ
た
り
に

あ
っ
た
「
下
出
の
か
ら
池
」
と
い
わ
れ
た
空
き
地
に
は
東
西
の
池
の

名
残
り
の
堰
堤
が
あ
っ
て
そ
こ
に
も
松
林
が
あ
り
人
を
騙
す
と
い
う

え
ん
て
い

狐
が
棲
ん
で
い
て
、
か
ら
池
で
水
も
な
い
の
に
気
が
つ
く
と
ビ
シ
ョ

濡
れ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
怖
い
話
を
子
供
の
頃
よ
く
聞
か
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
ば
を
通
る
の
が
怖
く
尾
崎
方
面
か
ら
夜
遅
く
帰
る
道
で

は
下
出
の
村
は
ず
れ
か
ら
鳥
取
中
の
入
り
口
ま
で
、
今
の
国
道
あ
た

り
は
ま
っ
た
く
人
家
も
な
く
真
っ
暗
闇
で
身
の
気
が
よ
だ
ち
ジ
ー
ン

と
し
て
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
る
。

「インフィオラータ」ということ

ばをご存知ですか？
インフィオラータとはイタリア語で

「花をしきつめる」という意味です。
４月２８．２９．３０日と神戸・

北野坂において３００ｍに及ぶ１２

枚の巨大な花絵を描くイベントがあ
りました。
「インフィオラータ」は神戸・北

野山本地区の｢花と緑をふやす運動」
のシンボルイベントで花絵の原画を

全国から一般公募の他、地元の企業、
市民団体からの多彩なデザインで展
開されました。

松本 清子さん

また、それに使用する花（チューリップ）は
富山県砺波市・新潟県亀田郷で球根栽培の為、
捨てられてしまうチューリップの花びらを提

供されたもので約４５万本だそうです。
私も友人に誘われて花絵作りに参加してき

ました。初めての体験でとても有意義な一日

をすごしました。毎年催されるそうですので
一度見に行かれてはどうでしょうか。

パソコン（インターネット）

利用等に関するアンケート

結果報告

平成１９年３月実施（回答９４名）

広報委員会

１．パソコンを使っていますか
使っている・・・５７％（５３）
使っていない（使い方がわからない・パソコンはある）・・・２４％（２３）
使っていない（使い方が分からない・パソコンもない）・・・１９％（１８）

２．利用しているアプリケーション（ソフト）は
（質問１でパソコンを使っていると回答した方）
ホームページ・・・・・・４６
電子メール・・・・・・・４５
エクセル・・・・・・・・３６
ワード・・・・・・・・・３５
その他・・・・・・・・・・４

３．当クラブのホームページについて
（質問２でホームページを見ていると回答した方）
よく見ている・・・・・・・９％（４）
時々見ている・・・・・・・６３％（２９）
あまり見ていない・・・・・１５％（７）
見たことがない・・・・・・１３％（６）

※半数以上の人が時々、
当クラブのホームページを見ている
※あまり見ていない、見たことがない人は約３割

４．メールアドレスを記入願います
（質問２で電子メールを利用されていると回答した方）
４８件のメールアドレス記入あり（半数の人がメールアドレスを所有）

５．パソコン（インターネット）利用意向につて
（質問１でパソコンを使っていないと回答した方）
①パソコン（インターネット）を使ってみたい・・・・・・・・・１２
②機会があればパソコン（インターネット）を使ってみたい・・・１１
③パソコン（インターネット）を使いたいと思わない・・・・・・１０

※パソコン（インターネット）を使ってみたいと思う人が７割を占める

６．パソコン（インターネット）利用の勉強会を開いたら参加しま
すか

（全員回答願います）

７．クラブホームページ、機関紙「わ」について提案、ご意見、
ご要望があれあばお聞かせください

※会員の年齢、男女別、血圧、体脂肪率の統計をとってフイットネス効果を証
明するような記事があると面白いと思います。

※感動した書籍の紹介など如何でしょうか。

※皆が得をする様な話題を取り上げてもらいたい、身近な話他。

※形にはまった記事ではなく自由に投稿できる様な仕組みにすれば参加する会
員も多くなると思う。（どのような記事等でもそのまま紙面へ）今のままだと
記事はでにくいでしょう！

※意見や要望の受付窓口で電子メールは不可ですか、検討下さい。クラブから
のお知らせは行事案内でも良いですか。

※本の紹介、音楽の紹介、おいしい店の紹介を生の声で紹介する。

※「わ」について文章を書くのが苦手なので頼まれると何を書いて良いのか辛
いです。

アンケート結果に対する取り組み
①「ｈｔｆｃＮｅｗｓ」の発信
メールアドレスを記入して頂いた皆様にクラブからのお知らせ、クラブホーム

ページ掲載（更新）のお知らせ等会員相互のコミュニケーションツールとしてメー
ル発信を開始しました。
②パソコン（インターネット）利用の勉強会開催
東鳥取公民館で９～１０月に開催する予定です。（別途案内します）

③ご意見等は機関紙「わ」、クラブホームページ等、広報活動に反映します。

題 字
秋田 久子

発行責任者

黒瀬 義雄

http://www.
htfc.ecnet.jp/

阪南市
トータルフィットネス

クラブ

072-473-3130

htfc@cyber.
ocn.ne.jp
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アタック隊 副隊長さん

ウォーキングクラブがきっかけで５０歳から山登りを始めた。百名山を目指し主人と2人今回は、洋
上アルプスこと屋久島（宮之浦岳）に挑戦。
「１ヶ月に３５日雨が降る」と言われる熱帯雨林域なのでお天気が心配。４月２７日～３０日（4日

間）幸い雨に遭わず、体力の続く限り山を登り島内一周観光もし貪欲に動き回った。
屋久島空港に着けばまず主人はビールを買い求め、今日の目標である白谷雲水峡（もののけ姫の森）

にアタック。
原生林に囲まれた太古の森の中を歩きながら屋久杉のでかい事に驚き、何もかもがゆっくりと時を

刻んでいる様だ。途中ヤクシカに遭遇したが私達に気づいても慌てず、じっと見ていて近づくとゆっ
くり歩き横による、なんとマイペース。さらに登ったところでヤクシマザルも見た。ここの動物は群
れではなく単独行動をしている。食べ物も豊富で天敵の心配も少ないのかな？

でもこの速さで良いのでは。皆と同じでないと不安で、自分に無理をして生きてるなあ～。せかせ
かしている現実からタイムスリップをし、原始時代に。
２日目は宮之浦岳に（九州最高峰）。途中の花之江河はきれいな湿地帯。ここからは本格的な登山、

雨の日は沢登り、滝登りになる岩の上、お天気が何日も続いているが水が流れて滑りやすいところを
登る。宮之浦岳を目指していたが少し横に寄れば黒味岳にもいける。せっかくなので行く事に。山道
の1kmはキツイ、寄り道をしていざ宮之浦岳に。この日は１８km歩く事に。帰りはバテバテ。

３日目も予定どおりに縄文杉を見に片道１１km、往復で２２km。屋久島に来たのだから・・・。山
を降り温泉に直行、気持ちが良い(ツルツル)
４日目は島内観光、名所は調べていたので順番に一周。

行動と感想に矛盾を感じながら出来る限り行動をした（今度来るのは いつかわからないし）

絵手紙 Ｈ.Ｓさん

玉置 コロンちゃん（１１歳）

杉山 ナナちゃん（５歳）

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

足
よ
り
口
が

よ
く
動
く

◇
ス
ト
レ
ッ
チ

動
か
ぬ
身
体
に

見
栄
を
張
り

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

お
散
歩
み
た
い
と

陰
口
が

◇
ダ
ン
ベ
ル
の

重
さ
に
身
体

揺
れ
て
い
る

◇
笛
吹
け
ど

踊
れ
な
い
の
よ

こ
の
歳
で

◇
犬
が
先

今
で
は
私
が

引
っ
張
っ
て

と
ん
ぼ
り
人
生
さ
ん

◇
口
癖
は
『
さ
ぁ
！
あ
し
た
か
ら

ダ
イ
エ
ッ
ト
』

◇
貯
ま
る
の
は

お
金
じ
ゃ
な
く
て

体
脂
肪

◇
ダ
イ
エ
ッ
ト

あ
れ
こ
れ
や
っ
て
も

効
果
な
し

犬
の
友
達
さ
ん

◇
「
わ
」
の
中
で

育
て
ら
れ
た
こ
の
私

今
は
感
謝
の
気
持
ち
あ
る
の
み

上
野
恭
子
さ
ん

◇
軒
先
の

目
に
も
鮮
や
か
つ
る
バ
ラ
に

行
き
交
う
人
と
し
ば
し
足
止
め

◇
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
だ
よ

曽
木
の
滝

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

宮之浦岳（標高1936ｍ）

今夜の一品 Ｋ ちゃ ん

◎しらす干しの長芋マヨサラダ （４人分）

〈材料〉
しらす干し
レタス
スライス玉葱
わかめ
トマト
胡瓜
その他 旬の野菜等

〈ソース〉
すりおろし長いも

５０ｇ
マヨネーズ 大３
塩 少々
コショウ 〃

〈作り方〉
しらす以外を適宜に切り 器に盛る
しらすを飾り 合わせたソースをかける

里
海
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

河
野

俊
彦
さ
ん

平
成
十
九
年
五
月
五
日
（
土
）
子
供
の
日
、
体
育
館
九
時
集
合
、
四
十
四
人
参
加
。

心
配
し
て
い
た
天
気
も
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
日
頃
の
精
進
の
お
陰
で

薄
日
が
射
す
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。

今
回
で
三
度
目
の
里
海
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
と
な
る
が
今
年
は
何
故
か
先
頭
で

リ
ー
ド
す
る
お
役
目
を
頂
き
緊
張
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。

準
備
体
操
し
て
十
分
出
発
、
薫
風
の
海
辺
を
そ
れ
ぞ
れ
雑
談
し
な
が
ら
里
海
公
園
へ

一
時
間
、
入
口
で
小
休
止
、
美
し
い
花
々
を
観
な
が
ら
少
し
歩
い
て
潮
騒
ビ
バ
レ
ー
手

前
で
記
念
撮
影
、
み
ん
な
美
人
、
若
々
し
い
・
・
・
。

海
辺
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
潮
干
狩
り
を
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
横
目
に
黙
々
と
。

淡
輪
公
園
に
十
一
時
全
員
無
事
到
着
、
満
開
の
つ
つ
じ
（
参
加
者
だ
け
が
知
っ
て
い

る
）
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
、
こ
こ
で
解
散
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
後
を
楽
し
ん

だ
。ほ

と
ん
ど
の
人
は
、
二
つ
の
橋
の
あ
る
景
観
の
メ
ッ
カ
へ
「
綺
麗
ね
！
」
の
一
言
、

去
年
と
比
較
し
な
い
こ
と
、
今
年
は
季
節
が
少
し
早
く
進
ん
で
い
る
よ
う
で
残
念
。

私
の
参
加
グ
ル
ー
プ
は
車
座
で
弁
当
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
ワ
イ
ガ
ヤ
で
疲
れ
も
吹
っ

飛
ぶ
楽
し
い
ひ
と
時
。

帰
り
も
、
電
車
で
帰
り
た
い
人
も
い
た
が
無
理
や
り
引
っ
張
り
込
み
十
二
名
で
体
育

館
ま
で
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
途
中
、
三
々
五
々
と
別
れ
、
曇
っ
て
は
き

た
が
雨
の
心
配
も
無
く
、
小
生
は
十
四
時
四
十
五
分
帰
宅
、
万
歩
計
で
ち
ょ
う
ど
二
万

歩
（
約
十
三
㎞
）
、
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

書籍の紹介 上野 恭子さん

五木寛之著「林住期」 幻冬舎刊
最初に「りんじゅうき」という言葉を耳にした時すぐに浮かんだのは

臨終という語であった。いざ本を手にしてみると「林住期」という聞き
慣れない言葉で惹きつけられるように読破した。
（古代インドでは生涯を四つの時期に分けて考えたという。）
現代人の人生百年
学生期 (０～２５歳） よく学び、体を鍛える
家住期 （２５～５０歳） 仕事に励み、家庭を維持する
林住期 （５０～７５歳） 仕事を離れ、真の生き甲斐をさがす
遊行期 （７５～１００歳） 自らの死に方について考える
当フィットネスクラブの会員は殆んど林住期に核当されるのではない

だろうか。
著者の考えに賛同される人や、そんな生き方はできないと反論される

人、もうすでに自分の考えで、素晴らしい人生を歩んでおられる人など
様々であろうが、今ちょっと人生を見つめなおすヒントにされては如何
でしょうか。

得々情報 ！！

スルッとKANNSAI３dayチケット
Ｆさん

１日あたり約１７００円で関西の私鉄、各市
営交通の電車・バスが有効期間中、好きな３日
乗り放題！しかも３５０施設の特典付で価格は
５０００円です。
この春３／１６日～５／１３日の間にこのチ

ケットを購入して高野山・有馬温泉・奈良の葛
城山へと、フイットネスの友達などと行ってこ
られたそうです。
１枚のカードで切符を買う手間も無くて気楽に
行けます。また友人同士で譲り合う事もできる
ので大変お得です。
３シーズン限定発売で次回は夏７／２０(金)

日～９／２(日)秋１１／１(木)～１２／２５（日）
発売予定だそうです。１日の旅を有意義にいか
れたらどうでしょう。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
私

杉
山

茂
好
さ
ん

私
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
た
の

は
平
成
十
七
年

四
月
で
す
。
発

足
時
か
ら
一
緒

に
行
き
ま
せ
ん

か
と
数
人
の
人

か
ら
誘
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
，

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
忙
し

く
ま
た
山
登
り

は
し
ん
ど
そ
う

で
私
に
は
合
わ

な
い
な
と
の
思

い
で
入
会
を
断
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
少
し
余
裕
が
出
来
、

第
十
二
回
の
山
中
渓
花
祭
り
で
、
お
花
見
が

出
来
し
か
も
飲
み
放
題
に
釣
ら
れ
て
参
加
し

て
か
ら
病
み
付
き
に
な
り
そ
れ
か
ら
は
先
月

の
第
三
十
三
回
ま
で
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
今
年
か
ら
は
記

録
係
で
山
登
り
途
中
の
風
景
や
参
加
ク
ラ
ブ

員
の
グ
ル
ー
プ
写
真
を
撮
影
掲
載
し
て
い
ま

す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
内
ク

ラ
ブ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
ア
イ
コ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

山
登
り
の
醍
醐
味
は
一
汗
掻
い
た
後
、
山

頂
で
風
景
を
見
な
が
ら
食
べ
る
昼
食
が
美
味

し
い
事
と
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

差
し
入
れ
の
お
菓
子
を
頂
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
事
で
す
。

今
年
も
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
四
十
名
と
な
り

ま
し
た
が
会
員
以
外
で
も
自
由
に
参
加
出
来

ま
す
の
で
、
一
緒
に
歩
い
て
新
し
い
風
景
を

見
た
り
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
。

編
集
後
記

上
田

恒
子

今
回
か
ら
紙
面
を
刷
新
！
大
変
身
を
遂
げ

た
機
関
紙
「
わ
」
十
三
号
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
？

雰
囲
気
も
変
わ
り
、
盛
り

沢
山
の
内
容
で
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
記
事
を
投
稿
し
て
い

た
だ
き
、
更
に
楽
し
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


